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背景



現在日本では・・・

生活習慣病 健康問題

生活習慣病の予防

→ 運動量の増加



スポーツ活動

＞

生活内活動

厚生労働省
身体活動・運動に関するホームページ (2021)



移動手段の現状・・・ 事前調査によると

8割以上

原付集団



先行研究

鳥越(2020) ポスターを用いた行動変容に関する研究

課題：ポスターの認知・興味、関心を引く内容

プレゼンテーション

26名中1名

ポスターを見ない・・

影響力 小



目的

ジムへの移動方法を対象とし、行動変容を促すプ

レゼンテーションを作成し、T大学学群生を対象にプレ
ゼンテーションを実施した。また、プレゼンテーション
前後の行動変容調査とプレゼンテーションに関するアン

ケート調査の2つを実施し、実践的で効果的な行動変
容を促す方法について検討することを目的とした。



方法



調査対象者：T大学体育会ラグビー部所属学群生21名
（男性：21.3±1.7歳）

調査期間：2021年9月3日～12月2日







？ ？ ？

？
？



調査手順

2週間 1週間直後

移動手段
に関する

移動手段
に関する

プレゼンテーション
に関する

プレゼンテーション



結果及び考察



プレゼンテーション実施前後における移動手段について



ジムまで主な移動手段以外を一度でも用いたか

晴天の場合

用いた
11名

（52.4％）

用いていない
10名

（47.6％）

N=21

半数以上



ジムまで主な移動手段以外を一度でも用いたか

雨天の場合
N=21

用いた
1名

（4.8％）

用いていない
20名

（95.2％）

1名のみ



プレゼンテーションについて

Q.「心拍への影響について、興味を持ったか？」 Q.「到着時間について、興味を持ったか？」

8割近い者が高い値を示した
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結論



〈行動変容について〉

11名(52.3％)が一度でも行動を変容させた

双方向性で情報共有することができる

プレゼンテーションで実施することの

重要性が示された



〈プレゼンテーションについて〉

Q、「トレーニングを行う際、心拍数のことを意識しようと考えたか」

「大変当てはまる」：20名

直後 1週間後

「やや当てはまる」：半数以上

課題：期間を定め、定期的に行う必要がある



〈まとめ〉

双方向性で情報共有することができる
プレゼンテーションで実施すること 重要性

今後の課題

・期間を定め、定期的に実施すること

・調査対象者の興味、関心を得ること アイデア
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